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研究紹介 絶縁材料の劣化評価・高電圧技術の応用に関する研究

② 電気設備診断技術に関する研究：
高圧CVケーブルの故障箇所同定方法の検討

③ 高電圧技術の農業分野への応用に関する
研究：
放電時に発生する音圧刺激が原木シイタケ
の成長に及ぼす効果に関する研究

「絶縁」は、電気回路・機器における動作の信頼
性の根拠といえるもので、どんなに高機能に設計さ
れていても、絶縁性が不十分であれば、機器はうま
く動作せず、機能は発揮されません。したがって、
絶縁性を担保することは、当該機器の信頼性向上に
直結する重要なものとなります。
当研究室では、絶縁材料の劣化評価、高電圧技術

の応用に関する研究を行っており、有機絶縁材料の
劣化評価、各種電気設備の絶縁性能評価をメイン
テーマにしつつ、幅広く以下のテーマ例の研究に取
り組んでいます。

① 屋外外部絶縁用ポリマー材料の放電劣化評価法の
開発：
電解液滴下法によるシリコーンゴムのエロージョン
劣化評価法の検討、シリコーンゴムにおける汚損堆
積層への撥水性転移現象
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共同研究の事例
・雷インパルス電圧測定に関する研究
・真空遮断器（VCB）のV-t 特性に関する研究
・インパルス電流発生装置による岩石の破壊実験
・車載モータ・インバータ環境下での絶縁距離に
関する研究
・車両への落雷試験に関する研究
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電解液滴下法による実験の様子 各種がいし類

エロージョンにより損耗した材料の例
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